
一般医療機器　検眼レンズ  34653000
器22　検眼用器具

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】

製造販売届出番号：13B3X00138000092
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販売名：マイプラマイ

【形状・構造及び原理等】

屈折矯正度数、主に球面度数の過不足を確認するために使用する。

【使用方法】

【原材料】

2026年5月(作成）

【使用上の注意】

【使用目的又は効果】

【保管方法及び有効期間】

【保守・点検に係る事項】

【包装】

直射日光の当たらない場所に常温、常湿で保管すること。
5年をめどに交換すること。

・
・

本体に変形・割れ・傷が無いかを確認すること。
凸レンズ、凹レンズ表面に汚れや曇りがないかを確認すること。

・
・

禁忌・禁止

製造販売業者：アコードインターナショナル株式会社
151-0072　東京都豊島区巣鴨 1-14-5  3F
TEL:03-5810-1735  FAX:03-5810-1736

本品を分解したり改造したりしないこと。

フレームに一対の凸レンズと凹レンズを備えた検眼レンズ
レンズの種類：＋0.25D、－0.25D、＋0.5D、－0.50D

構造

本体部（黒枠）
本体部（レンズ）
マグネット
クリップ部

：
：
：
：

ナイロン
ガラス
ネオジム磁石
ステンレス・ポリプロピレン

眼前にかざし、患者に見え方の変化を確認する。

本器は必ず点検（日常点検、定期点検）を行うこと。

１個単位

仮の矯正レンズ装用下で凸レンズをかざし、近視の過矯正（遠視
の低矯正）を確認する。見え方が改善する場合や見え方が変わら
ない場合は、球面度数を凸レンズ寄りに変更し再び同様の手順を
繰り返す。
最初に凸レンズをかざして見え方が悪くなった場合、凹レンズを
かざして近視の低矯正（遠視の過矯正）を確認する。見え方が改
善する場合は、球面度数を凹レンズ寄りに変更し、再び同様の手
順を行う。
上記手順を繰り返し、最良の見え方（視力値）が得られる最も凸
レンズ寄りの度数を採用する。
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使用例

検眼に熟知した者以外は本器を使用しないこと。
落下や曲げによる破損に注意すること。
本器および患者に異常があった場合は直ちに使用を中止し適切に処置
を行うこと。
レンズが汚れた場合、レンズクリーナー等でかつく拭くこと。
破損した場合は交換すること。製品名

SW-022SW-021

＋0.25D
－0.25D

＋0.50D
－0.50D

マイプラマイ

製品番号

形状

度数

142±5mm

81mm


